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第30回「児童・生徒の平和メッセージ」
図画部門作品

「平和の花を咲かせよう」

石垣市立八島小３年　東盛帝翔

「平和な世界」

沖縄市立コザ中1年　松堂ももこ

「いつまでも一緒」

宮古島市立下地小4年　根間萌瑛

「爆音」

沖縄県立開邦高1年　名城咲希

「戦の語り部」功労者感謝状贈呈式
　これまで多くの戦争体験者が、沖縄戦の実相や歴史的教訓を語り継ぐ活動に取り組んでこられました。戦争

を二度と繰り返さない、平和を築くという強い意志と行動に対し、戦後75年の節目に、その労をねぎらい、

深い感謝と敬意を表するため「戦の語り部」の皆様に対して感謝状を贈呈することとなりました。感謝状を受

け取られた皆様は、悲惨な戦争体験や学童疎開、外地で戦闘に巻き込まれるなど様々な体験をされました。戦中・

戦後の辛い時代を乗り越えてこられた体験から発するメッセージはとても重く、平和な生活を維持し、戦争に

つながる全てを拒否することの大切さを伝えています。沖縄県平和祈念資料館は、これからも「語り部」の皆

様の思いを受け継ぎ、「沖縄のこころ」を広く世界へ発信していきます。
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「戦の語り部」功労者感謝状贈呈式
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　沖縄県教育委員会との共催で毎年実施している「児童・生徒の平和メッセージ」事業は、今回30回目

を迎えました。しかし今年は新型コロナウイルスの影響で学校現場の長期休業措置が取られ、日程等の変

更を余儀なくされました。十分に平和教育に取り組む時間もなかった中で、95校から2,593点の応募があ

りました。

　戦後75年が経ち、沖縄戦の記憶の風化が危惧される中、子どもたちのメッセージからは、戦争と平和

に真剣に向き合い、平和を願う尊い思いが伝わってきました。そして、今の自分に何ができるのかを考え

平和な未来を創っていこうという意気込みが感じられました。第30回「児童・生徒平和メッセージ」展

示会は、沖縄県平和祈念資料館を皮切りに、八重山平和祈念館、宮古島未来創造センターの県内3カ所で

開催し、多くの方が観覧されました。今後も、「平和・命の尊さ」を考える機会、恒久平和を願う「沖縄

のこころ」を伝える場となるよう取り組んでいきます。

第30回「児童・生徒の平和メッセージ」事業報告第30回「児童・生徒の平和メッセージ」事業報告

優れた作品が多数集まり、各部門の審査員により212点の作品が選ばれました

【児童・生徒の平和メッセージ】表彰式

受賞作品について説明する平良七菜さん

「作文」部門受賞者の皆さん

「詩」部門受賞者の皆さん

「図画」部門受賞者の皆さん

　2020（令和2）年11月21日（土）当館平和祈念ホールにおいて、

「児童・生徒の平和メッセージ」最優秀賞・優秀賞受賞者31名の

表彰式が行われました。作文部門から金城陽詩さん（開邦中3年）、

詩部門から安仁屋瑛翔さん（城東小2年）、当銘航羽さん（大本

小6年）、図画部門から平良七菜さん（知念高2年）が作品の朗

読及び解説を行いました。
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子ども・プロセス企画展子ども・プロセス企画展

　企画展「沖縄戦と第二次世界大戦の終結」では、沖縄戦前夜から第二次世界大戦終結までの日本と世界の

動きをみていくことで、沖縄戦についての理解をより深めました。日本軍は、「本土決戦」の時間稼ぎのため

に、沖縄戦で持久戦を行ったといわれ、多くの沖縄県民が犠牲となっているなか、日本全国では本土決戦の

準備が進められていました。

　企画展「戦争と人々の暮らし」では、満州事変から第二次世界大戦終結までの約15年間に、国民の生活が

どのように変化したのかを様々な面から展示しました。戦時下を生きた人々の姿を通して、戦争の悲惨さと

平和の尊さについて、子どもたちが考える機会としました。また、小学6年生教科書の内容に合わせること

で、学校と連携できるようにしました。

期 間

　平和学習の場として当館を活用いただくことを目的として、小

中学校の初任者教諭を対象とした見学説明会を実施しました。22

名の先生方にご参加いただき、当館の設立経緯、利用手続き、八重

山の戦争、常設展示の解説を行いました。

　今年度で「児童・生徒の平和メッセージ」事業が30回を迎えるため、前年度から「児童・生徒の平和メッ

セージ　アーカイブ展」を開催しました。これまでの受賞者の中から各部門（詩・作文・図画）の最優秀

賞または優秀賞受賞者の作品（第24回から第28回）を展示しました。

初任者教諭対象見学説明会

第2回「戦争と人々の暮らし」第2回「戦争と人々の暮らし」

第1回「沖縄戦と第二次世界大戦の終結」第1回「沖縄戦と第二次世界大戦の終結」

ギャラリー展　ギャラリー展　

八重山平和祈念館　活動報告八重山平和祈念館　活動報告

【沖縄平和啓発プロモーション事業】の取り組み【沖縄平和啓発プロモーション事業】の取り組み

2020（令和2）年6月10日（水）～10月4日（日）

期 間 2020（令和2）年9月10日（木）～ 11月23日（月）

日 時 6月10日（水）、11日（木）、12日（金）、25日（木）

第1回　2020（令和2）年5月21日(木) ～ 9月16日(水)　  中学校の部
第2回　2020（令和2）年9月18日(金) ～ 11月18日(水)　高等学校の部

　慰霊の日にちなみ、戦争に関するアニメや戦争体験者の証言映

像の上映会を実施しました。幅広い年齢層の来館者が、戦争マラ

リアを描いたアニメ「石の声」や、沖縄本島での地上戦を描いたア

ニメ「かんからさんしん」等を鑑賞し、沖縄戦の実相を学び、平和

について考える機会となりました。

　当館ではこれまで戦争体験者の証言を映像収録し、展示室で上映する他、平和教育に役立ててきました。

今年度は、主に戦後の復興に焦点をあて、沖縄戦体験者や南洋群島、台湾、満州、日本本土等、様々な地

域で終戦を迎えられた方々を対象に戦争体験や戦後の混乱期、復興期についてインタビュー形式で映像収

録を行っています。

　本年度中に30名の方に聞き取り調査を行い、収録した映像を10分程度に編集する予定です。将来、英

語やスペイン語の他にも多言語に翻訳し、2021（令和３）年度にWEB公開していく予定です。

慰霊の日アニメ上映会
日 時 ６月23日（火）

　平成17年に沖縄県とNHK沖縄放送局が募集した「体験者が描

く沖縄戦の絵」に寄せられた547点の中から、八重山諸島にゆか

りのある作品を中心に27点を展示しました。

　文章や映像の体験証言では伝えきれなかった戦争マラリアや

地上戦の悲惨さを訴える絵から、来館者は、改めて現在の平和を

見つめ直す機会となりました。

６月企画展「体験者が描く沖縄戦」
日 時 6月19日（金）～ 7月19日（日）

期 間
元予科練習生中村秀雄さん（本部町）

展示された写真をじっと見つめる女の子

展示会の様子

戦後初期の慰霊塔（魂魄・ひめゆり・健児）

建立に立ち会った翁長安子さん（資料館会議室）
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賞または優秀賞受賞者の作品（第24回から第28回）を展示しました。

初任者教諭対象見学説明会

第2回「戦争と人々の暮らし」第2回「戦争と人々の暮らし」

第1回「沖縄戦と第二次世界大戦の終結」第1回「沖縄戦と第二次世界大戦の終結」

ギャラリー展　ギャラリー展　

八重山平和祈念館　活動報告八重山平和祈念館　活動報告

【沖縄平和啓発プロモーション事業】の取り組み【沖縄平和啓発プロモーション事業】の取り組み

2020（令和2）年6月10日（水）～10月4日（日）

期 間 2020（令和2）年9月10日（木）～ 11月23日（月）

日 時 6月10日（水）、11日（木）、12日（金）、25日（木）

第1回　2020（令和2）年5月21日(木) ～ 9月16日(水)　  中学校の部
第2回　2020（令和2）年9月18日(金) ～ 11月18日(水)　高等学校の部

　慰霊の日にちなみ、戦争に関するアニメや戦争体験者の証言映

像の上映会を実施しました。幅広い年齢層の来館者が、戦争マラ

リアを描いたアニメ「石の声」や、沖縄本島での地上戦を描いたア

ニメ「かんからさんしん」等を鑑賞し、沖縄戦の実相を学び、平和

について考える機会となりました。

　当館ではこれまで戦争体験者の証言を映像収録し、展示室で上映する他、平和教育に役立ててきました。

今年度は、主に戦後の復興に焦点をあて、沖縄戦体験者や南洋群島、台湾、満州、日本本土等、様々な地

域で終戦を迎えられた方々を対象に戦争体験や戦後の混乱期、復興期についてインタビュー形式で映像収

録を行っています。

　本年度中に30名の方に聞き取り調査を行い、収録した映像を10分程度に編集する予定です。将来、英

語やスペイン語の他にも多言語に翻訳し、2021（令和３）年度にWEB公開していく予定です。

慰霊の日アニメ上映会
日 時 ６月23日（火）

　平成17年に沖縄県とNHK沖縄放送局が募集した「体験者が描

く沖縄戦の絵」に寄せられた547点の中から、八重山諸島にゆか

りのある作品を中心に27点を展示しました。

　文章や映像の体験証言では伝えきれなかった戦争マラリアや

地上戦の悲惨さを訴える絵から、来館者は、改めて現在の平和を

見つめ直す機会となりました。

６月企画展「体験者が描く沖縄戦」
日 時 6月19日（金）～ 7月19日（日）

期 間
元予科練習生中村秀雄さん（本部町）

展示された写真をじっと見つめる女の子

展示会の様子

戦後初期の慰霊塔（魂魄・ひめゆり・健児）

建立に立ち会った翁長安子さん（資料館会議室）
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2020（令和２）年6月23日　コロナ禍の中で開催された慰霊祭　 式典広場 代表者挨拶　白梅同窓会会長 中山きくさん テレビ局のインタビューを受ける大城藤六さん

「戦の語り部」功労者　 （※順不同）

中山　きく

瑞慶覧長方

大城　藤六

上原美智子

久保田　曉

平良　宗潤

本村　ツル

石川　幸子

大見　祥子

仲里　正子

津波古ヒサ

島袋　淑子

新崎　昌子

謝花　澄枝

与那覇百子

宮良　ルリ

新垣世紀子

上原はつ子

吉川　初枝

上 原　　清

平良　啓子

照 屋　　恒

安里　芳子

枝川　政光

大西　正子

奥濱　眞市

翁長　政善

古謝　厚雄

崎山トミ子

謝花　良掌

新里　スエ

玉木利枝子

徳田球美子

中 村　　功

町 田　　忠

安田　國重

宮里　幸雄

山城　利彦

吉嶺　全一

照屋　盛行

知念　良吉

豊 田　　肇

中村　英吉

仲本　和男

仲井間小夜子

森 根　　昇

伊波　義雄

宮 城　　勲

石川　信一

玉城　秀昭

垣花　武一

中村武次郎

宮城　恒彦

與儀　正仁

臼井ルリ子

臼井　利夫

石原　絹子

當山　清勝

安里　ハル

宮沢　貞子

佐久川　勲

潮平　正道

金城シズ子

知念　愛子

神里　幸子

大城　和子

金城　安清

大城　清一

中 村　　清

赤嶺　英助

大城　誠守

大城　ヨシ

照屋　善彦

城間　千代

城田　節子

神里　富夫

大城　新次

金城　義夫

大城　文子

野原　廣平

與座　章健

城間ミネ子

仲程　シゲ

赤 嶺　　清

赤嶺高太郎

大城　敏雄

末吉ツル子

花城　キヨ

宮城　信敏

赤嶺　安子

大城スミ子

大城　芳子

新垣　勝子

城間　秀松

城間　盛夫

名幸　芳生

赤嶺　敏昭

藤原　政勝

知名　貞子

仲間　孝蔵

照屋　清雄

冨里　和正

新垣　善清

安里　祥徳

石川　榮喜

摩文仁朝彦

新垣　芳子

大川　トヨ

嵩元　キヨ

上原　米子

武 村　　豊

崎山　麗子

名城　文子

瀬名波榮喜

古堅　實吉

髙良　政勝

翁長　安子

合 計118名

マリア ミヤギ
バートラフ

戦の語り部功労者パネル展

戦後75年目の「慰霊の日」戦後75年目の「慰霊の日」

功労者パネル展示会の様子

　功労者たちのこれまでの活動や若い世代への

メッセージを紹介する写真パネル展を企画展示

室において開催しました。

期 間 2020（令和2）年10月10日（土）
　　　　　　 ～ 11月15日（日）

　今年の「沖縄全戦没者追悼式」は、新型コロナウィルス感染症の影響で県内各地の行事やイベントが中止

や延期になる中、規模を縮小して開催されました。毎年開催していた会場を「国立沖縄戦没者墓苑」に変更す

ることが報じられると、多くの異論が噴出しましたが、例年どおり「平和の丘」で開催することができまし

た。この問題は、沖縄県民にとって改めて「慰霊の日」について考える機会となりました。

当資料館は、新学期が始まると県内各学校へ「平和のメッセージ」に関する詩や図画・作文の公募を依頼し

ます。中でも慰霊の日に朗読される「平和の詩」は、本県が全国及び全世界に向けて発信するメッセージでも

あります。今年は学校現場の長期休校措置が取られる中ではありましたが、各学校、家庭、地域でしっかりと

平和学習に取り組まれ、その中から212点の優れた作品が選ばれました。当日、朗読された詩は、戦争体験者

である語り部が辛い体験を語ってくれたことに対する感謝の気持ちを表し、その想いを引き継いでいくと

いう高校生らしい素直な作品でした。

　戦後の沖縄は、遺骨収集から始まりました。現在でもまだ多くの不発弾や遺骨が地中に埋まったままで

す。長年遺骨収集をされてきた皆さんは、収骨する時には手を合わせ「グブリーサビラ（失礼致します）」、「ウ

ンチケーサビラ（ご案内致します）」と声をかけながら遺骨と向き合ってこられました。戦争と平和の問題を

扱う当館は、沖縄戦に関する多くの資料と戦争体験者の証言記録を保管しています。戦争体験者が減少して

きている昨今、平和祈念資料館が果たすべき役割について、自分達の生命がどのように繋がってきたのか、

体験者の証言に謙虚に耳を傾け続けなければなりません。これまで以上に人と人の絆の大切さを気づかせ

てくれた戦後75年目の「慰霊の日」でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　沖縄県平和祈念資料館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　参事兼館長　外間 裕朋

　今年の「沖縄全戦没者追悼式」は、新型コロナウィルス感染症の影響で県内各地の行事やイベントが中止

や延期になる中、規模を縮小して開催されました。毎年開催していた会場を「国立沖縄戦没者墓苑」に変更す

ることが報じられると、多くの異論が噴出しましたが、例年どおり「平和の丘」で開催することができまし

た。この問題は、沖縄県民にとって改めて「慰霊の日」について考える機会となりました。

当資料館は、新学期が始まると県内各学校へ「平和のメッセージ」に関する詩や図画・作文の公募を依頼し

ます。中でも慰霊の日に朗読される「平和の詩」は、本県が全国及び全世界に向けて発信するメッセージでも

あります。今年は学校現場の長期休校措置が取られる中ではありましたが、各学校、家庭、地域でしっかりと

平和学習に取り組まれ、その中から212点の優れた作品が選ばれました。当日、朗読された詩は、戦争体験者

である語り部が辛い体験を語ってくれたことに対する感謝の気持ちを表し、その想いを引き継いでいくと

いう高校生らしい素直な作品でした。

　戦後の沖縄は、遺骨収集から始まりました。現在でもまだ多くの不発弾や遺骨が地中に埋まったままで

す。長年遺骨収集をされてきた皆さんは、収骨する時には手を合わせ「グブリーサビラ（失礼致します）」、「ウ

ンチケーサビラ（ご案内致します）」と声をかけながら遺骨と向き合ってこられました。戦争と平和の問題を

扱う当館は、沖縄戦に関する多くの資料と戦争体験者の証言記録を保管しています。戦争体験者が減少して

きている昨今、平和祈念資料館が果たすべき役割について、自分達の生命がどのように繋がってきたのか、

体験者の証言に謙虚に耳を傾け続けなければなりません。これまで以上に人と人の絆の大切さを気づかせ

てくれた戦後75年目の「慰霊の日」でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　沖縄県平和祈念資料館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　参事兼館長　外間 裕朋
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2020（令和２）年6月23日　コロナ禍の中で開催された慰霊祭　 式典広場 代表者挨拶　白梅同窓会会長 中山きくさん テレビ局のインタビューを受ける大城藤六さん

「戦の語り部」功労者　 （※順不同）

中山　きく

瑞慶覧長方

大城　藤六

上原美智子

久保田　曉

平良　宗潤

本村　ツル

石川　幸子

大見　祥子

仲里　正子

津波古ヒサ

島袋　淑子

新崎　昌子

謝花　澄枝

与那覇百子

宮良　ルリ

新垣世紀子

上原はつ子

吉川　初枝

上 原　　清

平良　啓子

照 屋　　恒

安里　芳子

枝川　政光

大西　正子

奥濱　眞市

翁長　政善

古謝　厚雄

崎山トミ子

謝花　良掌

新里　スエ

玉木利枝子

徳田球美子

中 村　　功

町 田　　忠

安田　國重

宮里　幸雄

山城　利彦

吉嶺　全一

照屋　盛行

知念　良吉

豊 田　　肇

中村　英吉

仲本　和男

仲井間小夜子

森 根　　昇

伊波　義雄

宮 城　　勲

石川　信一

玉城　秀昭

垣花　武一

中村武次郎

宮城　恒彦

與儀　正仁

臼井ルリ子

臼井　利夫

石原　絹子

當山　清勝

安里　ハル

宮沢　貞子

佐久川　勲

潮平　正道

金城シズ子

知念　愛子

神里　幸子

大城　和子

金城　安清

大城　清一

中 村　　清

赤嶺　英助

大城　誠守

大城　ヨシ

照屋　善彦

城間　千代

城田　節子

神里　富夫

大城　新次

金城　義夫

大城　文子

野原　廣平

與座　章健

城間ミネ子

仲程　シゲ

赤 嶺　　清

赤嶺高太郎

大城　敏雄

末吉ツル子

花城　キヨ

宮城　信敏

赤嶺　安子

大城スミ子

大城　芳子

新垣　勝子

城間　秀松

城間　盛夫

名幸　芳生

赤嶺　敏昭

藤原　政勝

知名　貞子

仲間　孝蔵

照屋　清雄

冨里　和正

新垣　善清

安里　祥徳

石川　榮喜

摩文仁朝彦

新垣　芳子

大川　トヨ

嵩元　キヨ

上原　米子

武 村　　豊

崎山　麗子

名城　文子

瀬名波榮喜

古堅　實吉

髙良　政勝

翁長　安子

合 計118名

マリア ミヤギ
バートラフ

戦の語り部功労者パネル展

戦後75年目の「慰霊の日」戦後75年目の「慰霊の日」

功労者パネル展示会の様子

　功労者たちのこれまでの活動や若い世代への

メッセージを紹介する写真パネル展を企画展示

室において開催しました。

期 間 2020（令和2）年10月10日（土）
　　　　　　 ～ 11月15日（日）

　今年の「沖縄全戦没者追悼式」は、新型コロナウィルス感染症の影響で県内各地の行事やイベントが中止

や延期になる中、規模を縮小して開催されました。毎年開催していた会場を「国立沖縄戦没者墓苑」に変更す

ることが報じられると、多くの異論が噴出しましたが、例年どおり「平和の丘」で開催することができまし

た。この問題は、沖縄県民にとって改めて「慰霊の日」について考える機会となりました。

当資料館は、新学期が始まると県内各学校へ「平和のメッセージ」に関する詩や図画・作文の公募を依頼し

ます。中でも慰霊の日に朗読される「平和の詩」は、本県が全国及び全世界に向けて発信するメッセージでも

あります。今年は学校現場の長期休校措置が取られる中ではありましたが、各学校、家庭、地域でしっかりと

平和学習に取り組まれ、その中から212点の優れた作品が選ばれました。当日、朗読された詩は、戦争体験者

である語り部が辛い体験を語ってくれたことに対する感謝の気持ちを表し、その想いを引き継いでいくと

いう高校生らしい素直な作品でした。

　戦後の沖縄は、遺骨収集から始まりました。現在でもまだ多くの不発弾や遺骨が地中に埋まったままで

す。長年遺骨収集をされてきた皆さんは、収骨する時には手を合わせ「グブリーサビラ（失礼致します）」、「ウ

ンチケーサビラ（ご案内致します）」と声をかけながら遺骨と向き合ってこられました。戦争と平和の問題を

扱う当館は、沖縄戦に関する多くの資料と戦争体験者の証言記録を保管しています。戦争体験者が減少して

きている昨今、平和祈念資料館が果たすべき役割について、自分達の生命がどのように繋がってきたのか、

体験者の証言に謙虚に耳を傾け続けなければなりません。これまで以上に人と人の絆の大切さを気づかせ

てくれた戦後75年目の「慰霊の日」でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　沖縄県平和祈念資料館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　参事兼館長　外間 裕朋

　今年の「沖縄全戦没者追悼式」は、新型コロナウィルス感染症の影響で県内各地の行事やイベントが中止

や延期になる中、規模を縮小して開催されました。毎年開催していた会場を「国立沖縄戦没者墓苑」に変更す

ることが報じられると、多くの異論が噴出しましたが、例年どおり「平和の丘」で開催することができまし

た。この問題は、沖縄県民にとって改めて「慰霊の日」について考える機会となりました。

当資料館は、新学期が始まると県内各学校へ「平和のメッセージ」に関する詩や図画・作文の公募を依頼し

ます。中でも慰霊の日に朗読される「平和の詩」は、本県が全国及び全世界に向けて発信するメッセージでも

あります。今年は学校現場の長期休校措置が取られる中ではありましたが、各学校、家庭、地域でしっかりと

平和学習に取り組まれ、その中から212点の優れた作品が選ばれました。当日、朗読された詩は、戦争体験者

である語り部が辛い体験を語ってくれたことに対する感謝の気持ちを表し、その想いを引き継いでいくと

いう高校生らしい素直な作品でした。

　戦後の沖縄は、遺骨収集から始まりました。現在でもまだ多くの不発弾や遺骨が地中に埋まったままで

す。長年遺骨収集をされてきた皆さんは、収骨する時には手を合わせ「グブリーサビラ（失礼致します）」、「ウ

ンチケーサビラ（ご案内致します）」と声をかけながら遺骨と向き合ってこられました。戦争と平和の問題を

扱う当館は、沖縄戦に関する多くの資料と戦争体験者の証言記録を保管しています。戦争体験者が減少して

きている昨今、平和祈念資料館が果たすべき役割について、自分達の生命がどのように繋がってきたのか、

体験者の証言に謙虚に耳を傾け続けなければなりません。これまで以上に人と人の絆の大切さを気づかせ

てくれた戦後75年目の「慰霊の日」でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　沖縄県平和祈念資料館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　参事兼館長　外間 裕朋
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第30回「児童・生徒の平和メッセージ」
図画部門作品

「平和の花を咲かせよう」

石垣市立八島小３年　東盛帝翔

「平和な世界」

沖縄市立コザ中1年　松堂ももこ

「いつまでも一緒」

宮古島市立下地小4年　根間萌瑛

「爆音」

沖縄県立開邦高1年　名城咲希

「戦の語り部」功労者感謝状贈呈式
　これまで多くの戦争体験者が、沖縄戦の実相や歴史的教訓を語り継ぐ活動に取り組んでこられました。戦争

を二度と繰り返さない、平和を築くという強い意志と行動に対し、戦後75年の節目に、その労をねぎらい、

深い感謝と敬意を表するため「戦の語り部」の皆様に対して感謝状を贈呈することとなりました。感謝状を受

け取られた皆様は、悲惨な戦争体験や学童疎開、外地で戦闘に巻き込まれるなど様々な体験をされました。戦中・

戦後の辛い時代を乗り越えてこられた体験から発するメッセージはとても重く、平和な生活を維持し、戦争に

つながる全てを拒否することの大切さを伝えています。沖縄県平和祈念資料館は、これからも「語り部」の皆

様の思いを受け継ぎ、「沖縄のこころ」を広く世界へ発信していきます。

いくさいくさ

「戦の語り部」功労者感謝状贈呈式
2020（令和2）年10月17日　沖縄平和祈念堂
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